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１．計画の基本的事項 

【位置付け】 
・鎌ケ谷市環境基本条例第９条に基づき、策定するもの。 
・鎌ケ谷市環境基本条例の基本理念の実現に向けて、環境の保全に関する施策を示し、市民・事業者及び

市のそれぞれが担うべき取り組みを明示するもの。 
・市の最上位計画である「鎌ケ谷市総合基本計画」に掲げる将来都市像を環境面から実現する、鎌ケ谷市

の環境行政の基礎となる計画。 
・「鎌ケ谷市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）」及び「鎌ケ谷市気候変動適応計画」を包含した計画

とする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【計画期間】 
・鎌ケ谷市総合基本計画と整合を図るため、2023（令和５）年度から 2032（令和 14）年度までの 10 年

を予定する。 
 

【策定にあたっての前提条件】 
・現行計画策定後、国や県が示す新たな気候変動対策や資源循環対策などの政策への対応、コロナ禍にお

ける社会環境の変化や人口減少社会に対応した計画とする。 
・現行計画の進捗状況を評価し、継続すべき施策・事業は引き続き継続し、見直し・改善が必要な施策・

事業については再検討する。 
 

２．主な社会状況の変化 

＜世界の動向＞ 
・「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」:持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals : 

SDGs）を掲げ、「誰１人取り残さない」社会の実現を目指し、環境・経済・社会をめぐる広範な課題に
統合的に取り組むことを誓った。 

・「パリ協定」の発効:先進国だけでなく途上国を含む世界の国々が温室効果ガス削減に向けた目標を提出
し、目標達成に向けた取り組みを実施することなどを規定。 

 

＜国の動向＞ 
・「2050 年カーボンニュートラル宣言」:『2050 年までに、温室効果ガスの排出を全体としてゼロにし、

脱炭素社会の実現を目指す』ことを宣言。 
・「第 5 次環境基本計画」:各地域が自立・分散型の社会を形成し、地域資源を補完し支え合う「地域循環

共生圏」の創造、環境政策の展開にあたり、SDGs の考え方の活用などを明記。 
・「地球温暖化対策の推進に関する法律」の改定、「地球温暖化対策計画（案）」: 中間目標「2030 年度に

温室効果ガスを 46%削減（2013 年度比）」を設定。 
・「気候変動適応法」、「気候変動適応計画」:地球温暖化対策計画とあわせ、気候変動に対する緩和策・適

応策の推進。 
・「第四次循環型社会形成推進基本計画」:バイオマスの利活用、３R（リデュース・リユース・リサイクル）

の促進、食品ロス削減、高齢化社会に対応した廃棄物処理体制について明記。 
・「プラスチック資源循環促進法」、「食品ロスの削減の推進に関する法律」などの制定 
・「生物多様性国家戦略 2012-2020」:生物多様性の確保、自然共生の取り組みを推進。 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜県の動向＞ 
・「千葉県環境基本計画」、「生物多様性ちば県戦略」、「千葉県地球温暖化対策実行計画～CO2CO2 スマー

トプラン～」、「千葉県バイオマス活用推進計画」、「千葉県水素エネルギー関連産業振興プラットフォー
ム」設置、「千葉県の気候変動影響と適応の取組方針」などを策定。 

 
 
 
 
 

鎌ケ谷市環境基本条例 

 
 
 

 

 

鎌ケ谷市総合基本計画 
環境基本法、地球温暖化対
策の推進に関する法律、気
候変動適応法、生物多様性
基本法などの国の関連法
令、県の条例 

鎌ケ谷市の環境分野の 
最上位の計画 

環境分野 
の実現 

鎌ケ谷市の個別計画など 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

など 

基本理念の実現 

準拠 

都市計画 
マスタープラン 

緑の基本計画 
国:環境基本計画、地球温

暖化対策計画、気候変
動適応計画、生物多様
性国家戦略など 

県:千葉県環境基本計画
［改訂版］、千葉県地球
温暖化対策実行計画
（区域施策編）、生物多
様性ちば県戦略 など 

整合 鎌ケ谷市地球温暖化 
対策実行計画 

（区域施策編） 

配慮 

景観計画 

生活排水対策推進計画 

鎌ケ谷市気候変動適応計画 協働のための 
アクションプラン 22 

カーボンニュートラルとは? 

温室効果ガスの排出をゼロにするという
ことではなく、日常生活や経済活動など
からの温室効果ガスの排出量と、森林な
どによる温室効果ガスの吸収量がプラス
マイナスゼロとなる状態。 

「ネットゼロ」や「ゼロエミッション」
も同義として使用される。 

SDGs、パリ協定などの国際
的な枠組み 

配慮 
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３．現行計画の行動項目と行動目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．第３次計画で検討すべき課題（案） 

 
 
 
 

 
・脱炭素社会の実現に向けた施策の強化（温室効果ガス排出量の削減

対策の充実） 
・再生可能エネルギーの積極的導入・活用の推進 
・脱炭素型まちづくりの推進  など 

・３R（リデュース・リユース・リサイクル）によるごみの発生・排
出抑制の推進、再生利用を推進 

・食品ロス、プラスチックごみの削減 
・循環経済（資源の効率的・循環的な利用を図り、廃棄物を出さない

経済活動）への移行に向けた仕組みの検討 
・廃棄物収集体制の効率化  など 

市の現状と課題に対応、社会情勢の変化に対応、国・県の動向に対応 

脱炭素社会への 
転換に向けて 

循環型社会の 
形成に向けて 

・自然環境の把握、計画的な保全・回復 
・緑の保全、創出 
・湧水、水辺、水の循環系の保全・創出 
・生物多様性の保全、向上に向けた施策の推進 
・外来生物への対応  など 

自然共生社会の 
形成に向けて 

・公害対策 
・ごみのポイ捨て、廃棄物の不法投棄対策 
・その他、まちの美化の促進などによる生活環境の保全に向けた 

取組の推進 
・気候変動適応策に関する取組（水害などの自然災害対策、熱中症な

どの健康被害対策）の強化 など 

安心・安全社会 
の形成に向けて 

・市民、事業者、行政のパートナーシップの強化と拡充 
・パートナーシップによる環境教育・学習の推進 
・環境関連情報の受発信方法の充実 
・民間活力の活用や次世代の参画による環境施策の立案・検討 など 

市民・事業者・市
のパートナーシッ
プの強化・拡充 

環境・経済・社会の統合的向上の達成を 
目指すような環境政策の推進 

・コベネフィットを生み出す計画の推進体制の検討 

SDGs の考え方を活用して施策・事業を推進 

≪項 目≫ ≪課   題≫ 

重点目標 

・現行計画の施
策・事業を継続
しつつ、深刻化
する気候危機、
地球環境問題を
背景とした持続
可能な開発に向
けた新たな政策
課題に対応 

・国の第５次環境
基本計画の政策
分野と整合を図
り、施策体系の
再編を予定 


